





















































































































12 : 00～12 : 50 昼:食
［午前の部】
9 : 2〇〜9 : 30 オリエンテーシヨン
9 : 3〇〜9 : 40 手あそび、リズムあそび
9 : 4〇〜10 : 20 釀
10:2〇〜10 :30 麵(着替ぇ)
10 :3〇〜10:40 グノV—プ分け(8人X 5グループ)
10 :4〇〜10 :45 移動リズム室へ





12 : 5〇〜13 : 50 劇あそび発表
13 : 5〇〜14 : 00 髄(移動.着替ぇ)
14 : 〇〇〜14 : 20 劇あそびについて(記述)
14 : 2〇〜15 :10
グノト-プディスカッシヨン(模造
紙■ペン)
15 :1〇〜15 : 20 髄
15 : 2〇〜16 : 20 グノト-プ賴



































































































































































































“みられる’ "みてもらう’ ということを上手く伝えて 
いくことも一つである。
また、本番当日の工夫としては_______________________
•演じる子どもたちや見ている人たちがわかりやすい 
ように、ナレーターの部分を多く作って場面の説明を 
おこなうように工夫しています。また年齢に合わせて 
歌や振りが中心であったり、セリフを多くするなども 
考えています。
•舞台の使用の仕方。舞台上だけではなくて、舞台の 
下を使ったり、立体的に見えるように工夫したりもし 
ます。
•出番でない時でも歌ったりと役目があるようにして 
います。“クラスのみんなで頑張っててすごいでしよ 
う"をみてもらおうと子どもに話をして、自分が舞台 
に出ていなくても歌ったりして頑張ってくれていま 
す。
•年長であれば道具の出し入れも子どもたちでできる 
ように工夫する。____________________________________
「舞台を立体的に使う」と記述している保育者がい
るが、これは"みてもらう"劇あそびとしては非常に 
重要なことで、案外気づいていなレ嘴育者もいるので 
はないか。子どもがいきいきと劇あそびに取り組んで 
いても、最終的にどのように“みせる’ かは、保育者 
にかかってくる。同じところから出入りし、セリフを 
話す時もずっと一直線に並んだままでは、子どもの動 
きや表情までなくなってしまうように見える。やはり 
観客にとっても楽しめるように、というのはこういう 
工夫でずいぶん違ってくる。
保護者に対する工夫として
•出番やセリフの数など、できるだけ均等に。 
•子どもたち一人ひとりが目立つシーンをもてるよう 
にする。
誰にこの劇あそびをみてもらうのかといえば、保護 
者である。園によって違いもあるが、保護者はビデオ 
を撮りながらみることも多いだろう。そうすると、劇 
あそび全体をみるのではなく、自分の子ども中心でし 
かみない事になる。「うちの子、前半全く出てこなかっ 
た」「セリフがほとんどなかった」など、自分の子ども 
中心の感想にもつながる。保育者としては、そのよう 
な不満を生み出さないためにも、このような工夫をせ 
ざるをえない。
2.劇あそびについて
①あなた劇あそびや表現あそびは好きですか、嫌い 
ですか。それぞれ理由と共にお答えください。 
*「好き」「楽しい」と回答した者…21名/49名 
理由
•題材選びや台本、道具作りなど保育者の負担があっ 
たり、考え悩むことばかりの時期にはなりますが、ク 
ラス最後の大きな行事、みんなで一つになるというこ 
とは嬉しく、成長もとても感じられるので好きです。 
•何もないところから作りあげていく楽しさ、完成時 
の達成感などから劇あそびは好きです。
•自分自身が演じることが好き、楽しいと感じるから。 
•自分ではない何者かになる楽しさ、子どもの自由な 
発想などが見られるところがとても良いと思います。 
• 一生懸命頑張ったことを誰かに伝えようとする事、 
伝わったときのよろこびがあるから。
「自分自身が演じることが好き」というのは、好き 
である理由として大きいだろう。「好き」と答えた者の 
多くは、「達成感を感じられるところ」と答えている。 
劇あそびをつくっていく過程で大変なことが多かった
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としても、発表会を迎え、子どもがいきいきと劇あそ 
びを楽しんでいる姿を見ると「やってよかった」と感 
じることができる。ただそこで終わるのではなく、「こ 
こをもう少しこうすればよかった」など、次へとつな 
がることを考えることも大切である。また「子どもの 
自由な発想を見られるところが良い」と答えている保 
育者もいるが、保育者が考えていないようなことを子 
どもが考え、表現することも多い。
金子ら(2016)は、據腿びは、保育者が子どもたち 
一人ひとりの心の動きを捉え、発表作品へと導くため 
に多様な技術が必要とされる.さらに、劇遊びの指導 
のプロセスには、保育者の一方的な教え込みにならな 
いようにし、子どもたちの個々の表現を大切にするな 
ど、保育者の配慮や工夫が求められる.)としている。 
いかに子どもの表現を引き出し、それを劇あそびに生 
かしていくのかは、まさに保育者の子どもの対する細 
やかな援助や敏感な視点が重要と言える。
*「嫌い」「苦手」と回答した者…16名/49名 
理由_______________________________________________
•劇あそびは苦手。日がせまってくると焦る。年末頃 
から頭はずっと劇のことでいっぱい。園長の思いと異 
なると大きく変更〇子どもにも負担がかかるため。 
•あそびだけで終われるならいいが、親に見せないと 
いけない時は何度も練習し、時には無理矢理参加させ 
ないといけない時も出てくるから。
•ピアノが苦手。
•正解がないので、どこまでつき進めるかに悩むので。
まず、行事としての劇あそびという位置づけの中で、 
園の方射や保護者の目などを気にしなければならない 
ことを苦にしている保育者がいることがわかる。園長 
や主任は、どこまで担任保育者に助言するか。客観的 
に見られる立場として、「これでは、見ているものがわ 
からない」といった時には勿論助言しなければならな 
い。しかし細かいことまでに口出ししすぎると、誰の 
つくった劇あそびなの力汾からなくなる。「〜園長の重 
いと異なると大きく変更〜」という回答でわかるよう 
に、担任保育者の進めていきたいことと園長の進めた 
い方向性が違うので保育者が悩みを抱えている。これ 
では子どもに対しても良くない影響を及ぼすのは目に 
見えている。
過去の経験やたくさんの事例に基づいての助言であ 
るとは思うが、実際に劇あそびを進めていくのはクラ 
スの担任であり、子どもたちである。園長や主任とい 
つた第三者的に見る者は、担任保育者の思いやクラス 
の子どもの思いを汲みつつ助言することが求められる。
•自分自身が恥ずかしいと感じてしまうので。 
•自分で何かを表現することが苦手なので、子どもた 
ちからも上手く引き出すことができず、いつも同じよ 
うなふりつけ稽台の使い方になってしまいます。 
•慮あそびは導入の仕方や台本づくりに悩んでしまう 
ことが多いため苦手です。表現あそびは好きですが、 
正解を探してしまうため、少し恥ずかしさもあり、幼 
児期に堂々と参加できなかった記憶があります。
何かになりきるというのは、無心になって、あるい 
は、楽しんでということが前提にある。「苦手だな」「嫌 
だな」と思いながらの劇あそびへの取り組みでは、子 
どもに思いを伝えることも楽しさを一緒に味わうこと 
も難しい。
遠藤ら(2009)は、くまた,子ども達の楽しんでいる 
姿に触発されて,保育者もまた劇つくりの活動が楽し 
かったと思えたことで、さらに子ども達が劇つくりを 
楽しむという双方向的な関係が重要ではないか.T先 
生に本番を見ての感想を聞いたとき「見るというより 
参加しているという気持ちでした」と述べており,「教 
えるえられる」の関係ではなく,保育者が楽しい 
と感じながら「共に劇をつくる」関係であったことが, 
子ども達の表現を充分生み出し,子ども達の多様な意 
見を一つのものにしていこうとする仲間意識や「自分 
たちで作る」思いを強くしただけでなく,保育者の発 
表会に対する意識さえも変化したからである.>と述べ 
ている。
劇あそびに限らずどんな保育でも「楽しむ」という 
のは基本ではないだろうか。それも、「自分が楽しむ」 
でなく「一緒に楽しむ」という保育者の姿勢で、子ど 
もの活動に対する意欲も大きく変わってくると考える。 
「表現するのが恥ずかしい」と感じている保育者が、 
まずは自分で表現するというのはハードルも高い。子 
どもに表現を任せてみて、おもしろい表現や工夫のあ 
る表現を見つけてみてはどうだろう。子どもの表現を 
見ているうちに「頭で考えるより身体を動かす」とい 
うことに気づけるはずである。
次の項目に関しては、「一番良い印象に残っているも 
の」「一番悪い印象に残っているもの」の二つを合わせ 
て見ていくと、劇あそびの「好き」「嫌い」に差はなか 
ったので、「良い印象」「悪い印象」の大きく二つに分
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けて考察する。
②これまでにおこなった劇あそびの中で、一番良い印 
象に残ってし、るものについてなぜそう思うのかの理由 
も書いてください。
•「にじいろのいし」
一年間を通して“にじ”をテーマに保育してきたため、 
発表会の劇あそびでも子どもたちと共にお話をつく 
り、大型絵本にしたり、みんなで(聴覚障がい児•多 
動の子ども)参加できるよう工夫できたから。
•「イルカ」
年長2クラスで児童文学を前半、後半に分けてストー 
リーをつないで一つの物語を演じるという手法を初め 
ておこなった。スライドを使ったり、子どもたちとナ 
レーションを暗唱したりと新しい取り組みをたくさん 
おこなったことが心に残っている。インフル^エンザで 
前日まで休園となり「仕上がるのか？」と不安に思っ 
たが、子どもたちはイキイキ伸び伸びと演じており、 
「表現を楽しむ」大切さを改めて感じた作品。
•「カラスのパン屋さん」
動物や生き物ではなく、“パン5’という食べ物を身体で 
表現することがおもしろかったからです。粉をこねる、 
成形する一連を実際にパンを作ることで体験し、イメ 
ージできるようにしてみました。
•「泣いた赤鬼」
保育士をして5年目、少しずつ園の方斜や決まりごと 
もわかり、今までの他のクラスを参考にして自分なり 
の劇あそび作りがわかった。ごっこあそびから子ども 
一人ひとりが積極的に参加しているのが伝わり、私も 
楽しかった。ごっこあそびを十分することで、子ども 
も伸び伸びと表現できていた。
•「11匹のねことあほうどり」
子どもたちの好きなシリーズの絵本を選定したこと、 
ままごとあそびをそのままコロッケ屋に生かすことが 
できたこと、最後にあほうどりが出てくる場面を小太 
鼓やシンバノレを用いたことで盛り上げることができた 
こと。何より一年経ってからも、まだ子どもたちがこ 
のお話を気に入って遊んでくれていること。
•「つるのおんがえし」
年長で取り組みました。劇あそびを進める中で、子ど 
もたちから「〇〇したい」などとアイデアが出てきて 
月彭らませていきました。発表会前にインフルエンザが 
流行し、学級閉鎖になるなど欠席者が多ぐ 友だちの 
役まで動きやセリフを覚え練習しており、自然と助け 
合う姿が多かった。役の心情についても深く話し合い 
ができ、感情を込めすぎて涙を流したりアドリブを入 
れる子も出てきていました〇 —人ひとりが「やりたい」 
と思いながら取り組んでいたように思うものでした。
•「ライオンキング」
三年間続けてクラスを持った子どもたちと、長レ年月 
をかけて製作を中心に表現する面白さや楽しさを伝え 
たことで、自分たちで考え、｛乍成し、演じるというと 
ころまで表現してくれたから。_____________________
「良い印象に残っているもの」については、慮«あそ 
びが「好き」であっても「嫌い」「苦手」であっても子 
どもと一緒に工夫できたという理由が多い。それによ 
って子どもも自分で表現を考え、友だちと協力し、積 
極的に参加することができる。そしてそのような子ど 
もの姿を見た保育者は、子どもの表現をどのように劇 
あそびの中に盛り込んでいくのかを考える。子どもと 
保育者、互いに劇あそびの内容を充実させることにつ 
ながっていく。
③これまでにおこなった劇あそびの中で、最も良くな 
L、印象に残ってL、るものにつし,てなぜそう思うのかの 
理由も書しゝてくださL、〇
•「ともだちほしいな おおかみくん」
販売されているシナリオ通りに進行した。(保育士2年 
目の時)曲数も多く、セリフもおどりも多い為、子ど 
もたちが自発的に楽しむというよりは教え込みになっ 
ており、完成度は高かったが、練習ばかりで子どもも 
保育者も楽しめていなかった。
•「そんごくう」
自分で選んだわけでもなく(園の方針)役も教員サイ 
ドから決め、もとからあるものに子どもを入れ込む形 
になっていたため。(自分自身も未熟だった)
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•「ピーターパン」
やりたいことは沢山あったが、横から「こうするべき」 
という意見の押し付けが多ぐ子どもと作り上げるこ 
とができなかったように思う。2年目の頃だったが、 
見栄えや役の男女といった決めつけなど他の先生の意 
見で、子どもと作る過程で話し合ったことをひっくり 
返されたり…ということが納得できなかった。完成度 
よりも楽しんで表現するということを大切にしたいと 
思った。
•「もりのおふろ」
2歳児の劇ごっこだったが、ストーリーがあまり上手 
にできず何度も変更してしまい、子どもを混乱させて 
しまった。
•「おおかみと七匹のこやぎ」
まだ2年目だった時、リーダーの先生が無理やりやっ 
ていて子どもを怒ったりしていて楽しくなかった。
•「やさいのパーティーおおさわぎ」
大変なクラスで、担任も不在のなかの劇あそびだった。 
そのためオペレッタの台本そのままを子どもたちにお 
ろし、衣装もすべて教師が作ったので思い入れのない 
まま無事発表会を終えることだけが願いとなってしま 
った。
•「泣いたあかおに」
新人時代、初めて担任した5歳児クラスの劇でノウハ 
ウも表現あそびの取り組みも全くしてこなかった中で 
の劇あそびだったので、導入も進め方も全ておろそか 
だったこと。お話の中で伝えたいことが劇あそびをし 
た後で認識が変わり、このままにして本当に良かった 
のか、今でも迷いがあるから(他人の犠牲の上に成り 
立つ幸福で、根本的な解決に至っていないストーリー 
だと思った) 
•「シンデレフ」
十分にごっこ遊びができなかった。題材決めが遅く全 
体的にとりかかりが遅れた。登場人物の役になりきれ 
ずどの場面も進み、見せ場がはっきり“ここ”という 
のが決まらず、さら〜っと流れてしまったため。
•「ともだちほしいな おお力みくん」
3歳児で取り組みました。子どもたちが自発的に取り 
組めるようにと思い、子どもの意見が出るのを待ちす 
ぎたり、アイデアをそのまま取り入れすぎたことで、 
導入の部分で上手くいかず、それが最後までひびいて 
しまった。動物の表現の仕方など、ある程度教師側も 
促していかなければならなかったのに、自由にさせす 
ぎたように思う。
•「あらいぐまとねずみたち」
2年目でお話で遊ぶこと、表現ということI体がわか 
っておらず、どう進めたかもおぼえていないから。遊 
ぶというより練習だったように思います。
•「おすしのピクニック」
担任間が上手くいかず、取り組みが遅かったうえに、
"させている"感が前面に出た内容だった。
-「オズの魔鎌い」
見栄えを気にしすぎた台本づくりになり、強制するよ 
うな形になってしまった〇 
•倉IJ作のおはなし
未満児クラスは、いくつかの絵本の中から部分部分を 
引き出して担任がつくっていくことが多い。その中で 
やっぱり構成を大切にしてよく考えて工夫しないと、 
出来上がったときにストーリーが入ってこなかったり 
したことがある。
「良くない印象」としての理由の主なものは劇あそ 
びを強引に引っぱっていくことにより、子どもに無理 
をさせてしまったというものがある。今回講座に参加 
した保育者たちの大半は、劇あそびを発表しなければ 
ならなかった。発表するからには、日にちの制限、ま 
た園によっては園の方針など縛りがあることもある。 
また本番当日は、保護者の目もあるので「公平なセリ 
フの数」などの縛りがまた増える。それらにより、保 
育者は劇あそびを窮屈に感じだんだんと迫ってくる本 
番にプレッシャーを感じ、子どもを強引に引っぱって 
いくことにつながってしまうと考える。
しかし劇あそびを発表している全ての保育者がその 
ようi口惑じていないということは、保育者の側にもエ 
夫する余地が必ずあり、子どもと楽しみながら劇あそ 
びに取り組むことができるはずである。
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松山(2010)は、劇つくりによる子どもの育ち、子 
どもの表現の特性について学び、理解するとはいえ、 
保育者も劇つくりを楽しむためには、保育者が「表現 
する過程を大切にした劇つくり」とは子どもにとって 
どのような活動なのかを具体的に理解しておく必要が 
あるであろう。そのうえで、劇つくり以外の時間の活 
用や、劇つくりの活動をそのものの時間配分も含めて、 
子どもたちが楽しくなるような、また、落ち着いて表 
現できる計画を立てることが大切になる。>と述べてい 
る。長期的にも短期的にも時間に余裕がないと、子ど 
もを叱ったり強引になってしまったりにつながりがち 
になる。時間的余裕のある計画は、保育者の気持ちの 
余裕にもつながるので、そのあたりはすぐにできるエ 
夫であると言える。
齡後' 劇あそびにつし、てどのょうなことを勉強しr 
し、きたしゝと思tゝますか。理由と共に記述してくださし>。 
•舞台の使い方や間の取りかたをまだ悩むことが多い 
ので、上手く考えていけるようになりたい。
•台本を作る時のポイントやどこから始めていけばい 
いのかを知りたい。
•ピアノの効果的な使い方。効果音。
•ピアノが苦手な私でも使える曲、アレンジetc教え 
ていただけるとうれしいです。
•限られたステージのスペースでどのような動き、表 
現を子どもたちと一緒に作っていくか勉強したいで 
す。
•配役の決め方■好どもがしたレ液と先生がしてほし 
レ喂が違う時困る。
•身体で表現し、道具類低限のものにする方法。 
•劇あそびのお話を決める際に何を大切にして決めて 
いけば良いのかを学びたV、。
.劇あそびとオペレッタの具体的な違い。
これらは、実際に劇あそびをおこなうにあたっての 
技術的なことである。舞台上での見せ方などちょっと 
した工夫で見ている側も楽しんでみることができる。
•消極的な子やイメージしにくい、入りたくない子が 
どのようにしたら参;如できるのか、したくなるのか。 
皆がいきいきと参加できるようにするには、どのよう 
な援助や環成が必要なのかを勉強していきたい。 
•支援が必要な子どもの参加の仕方など学びたいと思 
います。
支援の必要な子どもの参加については、また別の機 
会に考えていきたいと思う。
•劇あそびの中にいろいろなものを取り入れて、生活 
全ての最終的なまとめとして発表することについて学 
びを深めたい。小道具や大道具作りも今までの製作の 
総決算であり、その出し入れも全て自分たちで行う。 
順序だて、自分で全体を認識して動く。演じるのは表 
現の中の1つであり、生活の一部。より生活がそのま 
ま集大成となる劇あそびについての学びを深めたい。 
•どのような導入が子どもたちにとって一番良いのか、 
スムーズに楽しく劇あそびに取り組んでいくことがで 
きるのか。子どもが主体となって取り組んでいけるよ 
うにするには、どんなことが大切なのか、もっと_ 
することで子どもたちの楽しい劇あそびにつながると 
思うからです。
• 一人ひとりの表現を個人としても全体としても最大 
に発揮してあげられるかどうかは教育者にかかってい 
ると思うので、見せ方を学びたいです。
.“発表会”のためだけでなく、日頃から表現あそびを 
楽しむための具体的な保育の仕方。4そこから日頃の 
表現あそびを劇あそびにつなげていくプロセス。
行事としての劇あそびは、一年の集大成として位置 
づけられていることが多い。一年間過ごしてきた友達 
や保育者と共に作りあげていく劇あそびは、これまで 
経験したことを生かしながら考えたり、気持ちの通じ 
合った仲間と意見を出し合ったりしながら作っていけ 
るような援助が必要である。
.第三者の立場から客観的に見られるようにならなけ 
ればいけないので担任の思いをくみながらも的確にア 
ドバイスできるようなことを学べればと思います。
クラスの担任としてではなく、園長や主任といった 
立場でのことであろう。これまでの記述の中にもたび 
たび、自分の思いと園長や園の方針の違いでストーリ 
一や題材自体を変えなければならなかったという記述 
があった。園としての方針があるのなら、題材や脚本 
を作る前にしっかりと話しておくべきである。子ども 
と劇あそびを始めてから、「方針と違う」というのは子 
どもが混乱してしまう。ましてや、園長や主任が劇あ 
そびをするのではないので、クラスの担任の思いを無 
視したアドバイスや援助はするべきではない。
-65-
6.おわりに
これまで、劇あそびについてさまざまな園のやり方 
や保育者の考えを直に聞く機会を持つことができなか 
った。教員免許状更新講習とVヽう場で、たくさんの保 
育者の考え方や劇あそびへの取り組みを知ることがで 
き、改めて劇あそびの奥深さを考えさせられた。
また、講習内では、グループに分かれて「夏」をテ 
ーマにした5分間の劇あそびの制作•発表に取り組ん 
でもらった。自分たちで劇あそびをすることで、「劇あ 
そびをする側の子どもの気持ちに気づくことができ 
た」といった保育者もいた〇
講習会の終盤に「本園では、CDから流れてくる歌 
やセリフに子どもが合わせて劇をしています」との話 
を聞き、非常に驚いた。その話や今回の講座の保育者 
たちの経験を読んで、筆者らが各園の様々な劇あそび 
への取り組みの方法の違いをまだまだ知らないことに 
気づかされた。今後も子どもと保育者が一緒に楽しみ 
ながら取り組むことができる劇あそびについて検討し 
ていく必要性を感じた。
講師にとっても、子どもの表現活動について考える 
契機になりました。生活発表会が近づくと、子ども 
は劇の発表の練習をします。その時、多くの園にお 
いて、保育者が声を張り上げながら指導している光 
景をよく見かけます。そのような指導では、子ども 
は、表現活動を楽しむことが出来ません。この考察 
にもあったように、子どもが、「慮IJあそび」として楽 
しむことが出来ているのか、常に考えることが保育 
者として、とても大切なことだと思います。このこ 
とが、より多くの保育現場の先生にご理解いただけ 
ることを願っております。(担当：園田 雪恵)
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ピアスー/ ーバイザーからのコメント
教員免許更新講習を通して、子どもの虜Uあそびに 
ついて検討することにより、受講生の方は、保育現 
場における子どもの表現活動について考えるよい機 
会になったと思います。同時に、この講習を行った
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